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【背景・目的】液晶ディスプレイや液晶波長可変フィルタ 1)‐3)をはじめとする液晶素子において，
電圧を印加した際の複屈折位相差（リタデーション）特性を簡便かつ高精度に導出することは，
液晶素子の設計，駆動において極めて重要なものとなっている．具体的には，所望の波長におけ
る電圧‐リタデーション特性を高精度に取得することが重要となるが，波長‐透過率特性より導
出する従来の方法では，高電圧域においてリタデーション値が小さいことに起因した測定精度の
低下に関する問題が生じる．そこで本研究では，液晶素子の電圧‐透過率特性に着目し，高電圧
域を含んだ電圧範囲において，所望の波長で電圧‐リタデーション特性を簡便かつ高精度に導出
する方法を考案し，検証した． 
 
【実験・結果】高電圧域を含んだ電圧範囲において所望の波長における電圧‐リタデーション特
性を導出するために，可視光域の範囲において電圧‐透過率特性を測定し(波長：400 nm ~ 800 nm, 
50 nm 刻み)，その結果よりリタデーション‐電圧特性を導出した．実験ではセルギャップが 10 μm
の液晶セルを使用し，偏光子と検光子の透過軸を直交（クロスニコル）の状態として，その間に
液晶セルを光軸と偏光子透過軸が 45°となる形で挟み測定を行った．Fig .1に各波長における電
圧‐リタデーション特性の導出結果を示す．この結果を用いることにより，所望の電圧における
波長‐リタデーション特性を導出することができる．導出結果の妥当性を検証するため、Fig. 2
に 2.5V印加時の波長‐透過率特性実測値と，前述の結果より導出した特性の比較結果を示す．偏
光子等の透過率の影響を除外するため，比較は透過率を規格化して行った．両者の特性が一致し
ていることから，今回の方法によりリタデーション電圧依存性を簡便かつ高精度に導出可能であ
ることを明らかにした．この方法を適用することにより，液晶を用いた光学素子の設計，駆動に
おいて必要となる電圧‐リタデーション特性導出の効率化・高精度化を図ることが期待できる． 
 
【結論】液晶素子を駆動する際に必要とされる電圧範囲の下で，所望の波長において電圧‐リタ
デーション特性を簡便かつ高精度に導出可能とする方法を明らかにした． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Voltage - Retardation characteristics at 

each wavelength 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Wavelength - Transmittance characteristics 

at 2.5V 
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